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大麦における出穂、から開花までの期間の
長短と温度との関係
安田昭三・赤木温郎*
大麦の開花は一般仁葉鞘内で行われるといわれているが，そうでないものもある.出穂期のごく早
いものでは出穂後数日たってから開花し，出穂期の遅いものは葉鞘内で柄が成熟裂開してその後仁
出穂する.したがって，出穂から開花までの期間は出穂の時期によって異なる.これは，早熟品種
育成上しばしば問題となる登熟期間の長さとも密接な関係があり，主として気温の高低が関係して
いるものと思われる.
筆者らは， 大麦の品種を用いて， 出穂から開花までに要する期間の長さと気温の高低との関係
を調べた.その結果，出穂と開花との間の期間の長短は，開花当日の気温仁はあまり左右されず，
開花前10-15日間の気温によって強く影響されるととがわかった. との結果は， 実用上からみる
と， 人工交配を行う場合にあらかじめ病の成熟裂開の時期を推定出来るので， はなはだ都合がよ
い.なお，本文中では， 出徳から開花まであるしj¥tt開花から出穂までに要する期高を出穂~開花の
期間と略称する.
本文仁入る仁先だち，この実験の端緒を与えられた高橋隆平教援に厚〈御礼申しあげる.
材料と方法
材料と栽培方法は下衰の通りである.
年次 材 料 穂 型 栽培方法
1958 
印度大麦ほか30品種
(印度大麦
丸実 16 号
並性6条疎穂
並性6条疎穂
並性6条密穂
?????
??
????
??
???
??
??
?
??
1953 
これらの材料について，穂首が止葉の葉鞘から完全仁抜け出た日〈出穂日〉と，開頴あるいは病
の成熟裂聞した日〈開花日〉とlこついて調査した.ここで柄の裂開日を開花日としたのは，業鞘内
では開頴しないで荊が成熟裂閉するからである.1953年仁用いた31品種では.1品種5個体. 1 
株1穂ずつ調べた.1958年lこは，両品種とも個体数仁関係なく同じ日仁出穂または開花した5穂
ずつ仁ついて調べた.調査は，毎日午後2時から4時頃までの聞に行仇戸外の温度は午前10時
の気温を測定した.計算は開花日を基準仁して析し、，結果はすべて平均値で示した
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果結査調
出穂および開花について調査を行った期聞は下表の如くであった.
4月16日から5月20日まで35日間
3月26日から6月11日まで78日間
4月21日から6月10日まで51日間
上表のように， 1953年度は同時期 (11月中旬)に秋播した品種中から出穂期の奥なる31品種
を選んだため， 出穂および開花の期聞が 1958年度に用いた2品種より短かかった. なお， 両年次
とも上仁示した時期以後は，いずれも穂首が完全に葉鞘から出なくなり，調査の目的仁適きなくなっ
たので調査を打切った.
出穂および開花期間種
印度大変ほか30品種
{印度大変
丸実 16 号
品年次
1953 
1958 
出穂~開花の期間の長短のうつりかわり
第1図には， 1953年度の品種群について，出穂期の早晩による出穂~開花の期間の長さの変
異状況が示してある.
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戸外に秋婚した大変31品種における出穂と開花との聞の期間の推移
および開花当日の気温と開花前15日間の移動平均気温(1953年)
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図第 1
第1図をみると，出穏期のもっとも早い品種は，出稼してから4日たって開花した.それ以後出
穂した品種は，出穂期が遅くなる仁したがって次第じ出穂から開花までの日数が短くなり， 5月初旬
になると出穂と開花が同日仁行われ，さら仁5月中旬には剰の成熟裂聞が出穂仁先だった.そして
出穏期のごく遅い品種では，病の成熟裂開後出穂までに4日かかった.これは，第1図でみられる
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ように，開花日を基準として開花前と開花後の日数で示すとほぼ直線状の推移である.
品種群でみられた上述の関係をさら仁くわしく調べるため， 2品種を用いてそれぞれ矯種期の移動
仁よって長期間出穂させ，出穂と開花との聞の期間の出穂時期仁よるうつりかわりの状況を調べたの
が第2図である.
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第 2図
出 穂日
婚種期の移動によって長期間出穂させた大変2品種の出稼左開花左の聞の日
数の推移および開花当日の気温と開花前15日間の移動平均気温(1958年)
第2図仁よると，開花日を基準とした出穂~開花の期間の推移は，第1図仁示した品種群の場
合と同様で，両品種ともほぼ直線状の推移であった.したがって，出穂と開花との聞の期間の長き
のうつりかわりの傾向は，品種群でも，また単独の品種の場合でも変りのないことがわかった.出穂
~開花の期間の変異の帽は，丸実16号では1953年度の品種群とほぼ等しかったが， 印度大変で
は出穂開始の時期が他仁比べてずっと早かったため， 3月末に出穂した個体では開花まで仁約9日か
かった.また，出穂と開花が同日仁行われた時期は，印度大変が5月下旬であったの仁対し，丸実
16号は4月末で約1力月のずれがみられた.これは，品種仁よって葉鞘内開花が早〈行われるものと，
遅いものがあることを示している.
気温の高低と出穂~開花の期間の長短との関係、
第1， 2図仁は，調査期間中の気温が示してある.とれをみると，両年次とも気温は3月末から
6月仁かけて漸次上昇したが， 1953年度の気温は1958年度のそれ仁比べてずっと不規則な経過を
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たどったことがわかる.
っき仁，気温の高低ど出穂~開花の聞に要する期間の長短との関係を調べるため，開花当日と
開花前5日， 10日および15日間の平均気温(移動平均気温と呼ぶ〉をそれぞれ求め，これらと
出穂と開花の聞の日数との相関係数を算出した.これは第l表にまとめて示してある.
第 1表 気温と出穂から開花まで日数との相関および回帰係数(説明本文)
項 目
開花当日の気温
開花前5日間の移動平均気温
開花前10日間の移動平均気温
開花前15臼聞の移動平均気温
出稼~開花期間の温度に対する回帰*
*開花前15日間の移動平均気温
品種群
ー0.1738
-0.日03榊
-0.7049紳
ー0.7342*本
1ー.∞42柿
柿 1%水準で有意
印度大麦
-0.6567柿
ー0.8643柿
-0.9262紳
ー0.9278**
-0.7447** 
丸実16号
一0.0942
-0.6142*事
-0.7313特
-0.9370紳
-0.6593柿
第1表によるを，出穂~開花の間仁要する日数と，開花前の移動平均気温との聞には，いずれも
有意な負の相関が得られた.つまり，開花前の移動平均気温が上昇すると，出穂から開花までの期
聞は次第仁短かくなるということである.これらの相関係数は，移動平均気温の日数を長くとる仁し
たがって高くなり，開花前15日間の移動平均気温を用いた場合の相関係数は，品種群が-0.73，
印度大麦ど丸実16号ではそれぞれー0.93，ー 0.94でいずれもごく高かった. このことから， 大麦
の出穂~開花の聞に要する期間の長短は，開花前の移動平均気温と密接な相関関係をもつことが
わかった.一方，開花当日の気温を用いた場合の相聞は，印度大麦を除いて他はごく低かった. し
たがって，品種仁よって異なるが，開花当日の気温と出穂~開花の期間の長さとの聞には，との結
果からでは，はっきりした相関関係を見出すことはむずかししi'.
つぎに，なるべく高い相関係数を得るため仁必要な開花前の移動気温の日数仁ついて， 第1表の
相関係数から判断すると，品種によって多少異なるが，開花前10-15日間の気温を考慮すればよ
いようである. すなわち， 丸実16号のほかはいずれも移動平均気温の日数を10日以上長くとって
も，それらの相関係数があまり高まらなかった.なお，第1，2図仁は，開花前15日の移動平均気
温のうつりかわりも一緒に示してある.これをみると，出穂と開花の同日に行われる時期の移動平均
気温は，品種群では17-180C，印度大麦では約170C，丸実16号では約140Cで，丸実16号
の場合だけが低かった.前仁述べたよう仁，丸実16号と印度大麦とでは，出穂と開花が同日仁行
われた時期が約1カ月のずれを示したが.移動平均気温でも約30Cの差がみられた.これは品種に
よって，節問伸長や荊の成熟に対する適温が多少とも異なることを示してやる.しかし，品種群や
印度大麦の結果からみて，大麦では開花前15日間の移動平均気温が17....180C以上になったら，
葉鞘内開花が行われるものとみて差支えない左考えられる.
第1表仁は，また，出穂~開花の聞の期間の，開花前15日間の移動平均気温に対する回帰係
数が示してある.これをみると，品種若手では開花前の移動平均気温がlOC上昇すると出穂~開花
の期聞は約1日短縮され，印度大麦左丸実16号ではそれぞれ半日以上短縮されることがわかる.
ただし，この価はここで調査した温度の範囲内のことであって，年次仁より多少の遣いを考慮する必
要がある.
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考 察
ここで行った実験の結果から，大麦の出穂ど開花どの聞の期間の長さは，開花前の移動平均気
温の高低によって推測されることがわかった.したがっτ，出穂と開花との関係を調べる仁は，開花
前の節間伸長や病の成熟過程中の気温の高低を考慮しなけれほならない.ところで，節間伸長や病
の成熟lこ対する温度の彫醤について，須藤(1948)はっきのよう仁述べている.すなわち，出穂前の
ある時期に最高気温が250C内外仁なると，花複の伸び方と花器の成熟どの相関平衡が破れ，花
梗の伸長仁くらべて花器の成熟が促がされて，葉鞘内で開花するよう仁なる.筆者らの実験でも，同
様に，開花前15日間の移動平均気温が17-180C以上〈最高気温が250C前後〉仁なると葉翰
内で開花が行われた.この結果は，須藤のいうよう仁，節間伸長と柄の成熟とは，それに対する適温
がそれぞれ異なることに原因するものど思われる.すなわち，節間伸長仁対する適温は柄の成熟仁対
する適温より低いため仁，出穂の時期が遅れ， 一方気温が高〈なると，柄の成熟は促進されるが節
間伸長は高温の障害を受けて次第に遅延する結果，葉鞘内で開花が行われ，しまい仁は開花後も
穂首が薬事台から抜け出ないで不完全出穂の状態仁陥いるものと考えられる.
っき仁この実験の結果仁よると，実際仁人工交配を行う場合は，気温のうつりかわりと2〆3の品'
種の出穏期とを調べれば，他品種の授粉の時期はおおよそ推定出来るものと思われる. しかし，品
種によって節間伸長や病の成熟に対する適温lこ多少の差異があり，また，節間伸長や蔚の成熟仁は
温度のほか仁日長等の他の環境の影響も加わるものと考えられるから，これら仁ついての留意も必要
であろう.なお，この実験では，午前10時の気温を用いたが，さら仁適切な1日の代表気温が用
いられれば， もっとくわしい結果が期待できる.
嫡 要
(1) 戸外で栽培した大麦品種を用い，気温の高低と，出穂と開花との聞の期間の長さとの関
係を1953年と1958年の2年にわたって調べた.
(2) 出穂と闘花どの聞の期間の長さは，開花前5日， 10日および15日間の移動平均気温と
それぞれ有意な負の相闘を示した.これらの相関係数は，開花前の移動平均気温の日数を長くとる
にしたがって高くなり，開花前15日間の移動平均気温どの相関係数は， 品種群ではー0.73.印
度大麦左丸実16号ではそれぞれー 0.93，ー 0.94といずれもごく高かった. これらじ反して， 開花
当日の気温と出穂から開花まで日数どの聞には，はっきりした関係が認められなかった.
(3) 出穂と開花の同日仁行われた時期は，開花前15日間の移動平均気温で示すと17-180C
であった.この移動平均気温がlOC高まると，出穂から開花までの日数は半日-1日短かくなっ
た.しかし，品種仁よって，節間伸長や軒の成熟仁対する適温が多少異なるようである.
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